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ISDN通信

阿南高専ブ0りうA指導員
武知英夫

平成 3年 4月からISDNによるねぅィJがサーピスされてきましたが、一般]-サーの為に接続方法
や利用に付いての詳細を以下の通り報告致します。 9月現在でNECもACOSのインスト-,けューこング
を完了しておりますので、動作状況は極めて安定しておりますが更に一層11-F:1ステムの変更
等によってデータ転送速度の高速化が期待できる面もありますので、今回の報告は中間的な
ものと理解して頂きたいと思います。

今までのTSS運用ではサーピスされることがなく ISDNで初めて運用可能になった点に付いて
は、約 6ヶ月のテストうJで得られた経験から以下のような事が分かっております。

1.)ガI↓転送速度が飛踊的に向上した。

正確なデータ転送速度に付いては上述のように）H:1ステムの改良で向上する可能性が残され
ているので現在値の報告は差し控えますが、 tンターの専用端末の倍程度が誰でもISDN回線
を通じて遠隔地からでも得ることが可能です。

2. ォンうインでフルスクリー'JIディターを使用できます。最近のTSSオンう心のフルスクリー'JIディターではサプメこューやカー
ゾル選択が可能になっています。

ふ最近の公衆回線でも9600bps程度になると少々の不安定動作を覚悟しなければなりませ
んが、 ISDNでは全くその心配は生じておりません。雨の日のた夕化けや不注意のキータッテ
によるキーボ-Faック等の心配は現在までのところ一切発生しておりません。

4.MMLインタフェイスが相当早くなります.ACOSから送られてくるMMLメこュ—画面の出力が数倍早く
端末画面に現れるようになります。 ISDN1500では格段の速度が期待できるのでしょうが
所轄のNTT支店にオブティカ｝↓乃イ）I-ケープルの敷設を要請する必要があります。

5. ISDN64kは通常のメタ）｝ケープルを使用しますので、校内の既設電話ケーブルの空きをそのまま利
用することが出来ます。

以上が結論と言えるべきものだと思います。それでは次に、どうすればISDNが利用可能
になるのか以下に］ネクトまでの詳細を説明します。私どものような所では64kケーブルがNTT支
店まで届いていなかったので、敷設の要請依頼から話を始める必要があります。

NTT阿南支店殿

ISDN64同線サ叱ス新規利用のお願い

以下の要領でねうイJ接続を大阪大学大型計算機l!'J夕→との間で公衆回線を利用して運用し
ておりますが、最近阪大切りマではISDN64回線炉ビスを90年内に開始すべく計画を推進してお
ります。端局としても正式にISDNへの移行を計画しておりますので、阿南局管内での回線
炉ピス開始を切望する次第です。多分のご配慮を賜わりますよう宜しくお願い致します。

尚、阪大l!'Jタゴでは既に豊中（千里局）から最寄りの山田局へのISDN回線炉ピス拡張依頼を
行っており、今年 8月を目処しこl!Jタャ内ISDNねうイン接続テストを完了させるべく計画が本格化
しております。同時に阪大tンタ→としては当校端局のような約lOOKm程度の距離からISDN接
続を希望する利用者を募っていおりますので、当校もねう心のISDN化に対する対応と積極
的参加を計画している次第です。
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文部省学術情報網へのねうイJ接続

現在稼働中の文部省学術情報網では大学間ネットりークで提供されるねうイン炉ピスと電子メ哺サーピ

スや学術情報tンタ→が運用する様々 なヂダペ-;{検索利用炉ビスが提供されている。大学間ネットりーク
と呼ばれる大型汎用計算機t'Jゲを 7大学に設置しNTTの高速ディジタル専用回線を利用した全

国共同利用大型計算機組織が現在運用している。昭和63年度から文部省が直接運営する学
術情報t'Jりーが稼働を始め大学間ネットりークを含めた通信回線網を無償で全国の大学や短大およ

び高専に提供し、データベ吠の検索業務が出来る環境が整備されてきた。同時に7つの各大型
計算機妙炉はそれぞれ特色あるデーりペースサーピスを担うと共にlHウェ7の特色を生かして様々な計

算および情報処理炉ピスを行っている。

大型計算機の全国共同利用糾織

大型計算機センターは、学術の進展に伴い、大学等における学術研究の手段としての計

算機需要が高まったことに応えて、昭和38年に日本学術会議が全国共同利用の大型計算
機センター設置を政府に勧告したことが発端となり、現在では阪大センターの他に、北悔

道大学、東北大学、東京大学、名古屋大学、京都大学及び九州大学に設置されています。

利用者の御意見を大型計算横センターの巡営に反映させるために、利用者の全国的な糾

織として全国を7地区に分け、それぞれに「地区協議会」が設けられ、各地区には大学、
高専又はその部局単位に「連絡所」が設けられている。

阿南工業高等専門学校からの阪大切り牙lj用の状況

昭和48年から阪大i:'.J炉でもねう心のTSS炉ピスが開始されたが、当時は50BPSという非常

に低速の回線速度しか提供されず、端末側でも音磐カッブテと公衆回線を使用して接続を行

っていた。（資料1)ねうイン接続と言ってもヤボードとブリJりが使用できる他は機能が無く、 50

BPSの紙テづリ-9Ji'Jチャしま装備されていたものの、機械的Iテが頻繁に発生して大望ヂタの送
受信などには耐えうる代物ではなかった。

その後、 16ピット!l:JJ'.Jが登場し本格的な端末Iミュレ-9ソフトが使用できるようになった。大型

汎用機も日本語化し日本語ヂりをll:!J'.J端末のJHディスクとの間で送受信が可能になった。（

資料 2)tデムも300BPSから1200BPSへと高速化し、無手順Iミュレ-9では数千行程度のブaりう幻

ァイルも転送可能な環境が整った。

大型汎用機の日本語機能の強化と共に、日本語たりやス支援システムの利用が始まった。端末

側のりづaで作成されたたりを入力とするねうイJデ-9転送で、デ-9ベースの構築と運用が可能にな
った。この頃になると、公衆回線tデムも更に速度を増して2400PBSが大勢となり通信手順

も無手順から手JI傾有りの同期式になった。（資料3)

次に大型汎用機は全てのジョプを仮想記憶:r:-Fで処理することが可能になり、 7レづDi!ッりの
利用で計算速度を飛淵的に高められるようになった。この頃、大型汎用機とJl:JJ'.J端末を有
機的に結合する高機能ねうイ'.JMML(Microto Mainframe Link)ゾフトウェ7が稼慟を始めデーダペ吠や

乃イルデ-9の送受信の効率が格段に向上するようになった。（資料 4、5)ただ、実用上MM
Lを起動した場合、 2400PBSの速度では遅すぎることが分かった。

汎用機の日本語機能強化と共に、クうフィックの高速化の必要性も次第に急迫してきたが2400

BPS程度のtデムでは到底克服できる問題ではなかった。大型機に直結された専用端末は96

OOBPSの専用回線で接続されているので、公衆線tデムでも同速度が切望されるところであ
るが、その程度の通信速度を持つ同期式tデムの市販価格がJI、)J'.J端末価格に比べて妥当であ

ると言えるものは現在でも見当たらない。そこへ、 7メリカ製のMNP-6tデムが市販されることに
なり9600PBS無手順仕様でりうフィッりスと万イJ↓転送が可能になった。（資料 6、7)

数年前から和タブJlりづaに無手順の通信機能が装備されるようになると、りづaのテ午スト編集
機能をテキストIディりとして使用することにより汎用機のイJテェリジェント端末となりうることが分か

った。（資料 8)1200BPSの公衆回線を利用するが小型で機動力があり、たり乃イルの送受信

は勿論、ブリJ夕が付いているので購入価格の点でも十分にJi:JJ'.Jと太刀打ちできる性能を持っ

ている。賀料で書いたとおり、大型汎用機を中核とするねう心の中では将来専用端末の数
よりも公衆回線を利用するかりプJl移動局が更に増加すると思われるが、ラッブトッカl:JJ'.Jやかりプ
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l匠力が機動力を発揮する不特定多数を傘下に置くネットり力の進化が加速を増すことは間述
いない。

公衆線利用によるねうインTSSの将来

確かに無手順では9600BPSが使用出来るようになったが、最近の大型汎用機では1024X
1024画素のりうフィックスなどは標準ジョプであるので、寧ろ高速という感じは殆どしなくなった
。メ-かも無手順仕様のMMLを最近市販し始めてきたが、やはりii、）]'j市場での需要であるこ
とから積極的な回線速度の高速化までには至らず9600BPSと言う壁が存在している。一方
、汎用大型機ではベクトJ↓計算機に高速演算処理を奪われてしまった事から、将来生き延びる
道はAl化しか残されていなことが明らかになってきたが、現在のMML仕様の日本語フルスクリ-
'JIディタ—、汎用たりやスと J\j]ンた夕の相互運用支援システム、対話型Al:/ステム構築ツ-J↓ やねうイン翻訳
システム等挙げれば切りが無いほどのjフトが超高速通信回線による高度な知能化を必要として
いる。

資料
L武知、 RJEとLINK、阿南高専研究記要、 17、1981.
2. 武知、公衆回線を使用したりづ0ファイ）｝の転送と漢字RUNOF'f'Vステム、大阪大学大型計算機l:'Jタ-
こュ-スヽ VOL.15,N0.2 、1985. 

3. 武知、 JIS製図情報たりやスの構造設計、日本設計工学会関西支部講演論集、 1985.
4. 武知、ネットりークにおける通信回線効率、高専情報処理教育協譜会研究論集、 7,1987.
ふ武知、設計オ-ト:J.-vョJとネットり-ク9ステム、日本設計工学会62年度秋季研究論集、 1987.
ふ武知、イメ-ジた夕とTSSグうフィック端末、大阪大学大型計算機i!'J外こュ-ス~VOL.14, N0.4, 1985. 
7. 武知、 MNP-6RULES OK 無手順tデムはネットり-クを制覇できるか、大阪大学大型計算機i!'Jタ-
こュ-ス、 VOL. 18,NO. 1, 1988. 

＆武知、 I.35f'LOPSの文豪711完成、大阪大学大型計算機切り-こュ-ス、 VOL.18,N0.3、1988.

以上の要請の結果、 ISDN64kりーブルが敷設されいよいよNTT総合通信9ステム本部徳島営業部と
NTT阿南支店販売部がISDN接続施工の説明に来校し、以下の図の様な配線が必要であるこ
とを確認した。ヶープルは学内施設となるので関係所轄に次の様な説明が必要となった。

ISDN校内配線旅工についてのお願い

今回の新規契約の内容は、
L以下の様な校内配線およびNTT回線の工事は平成 3年 1月11日をめどに完了する。
2. 契約は平成 3年 1月とする。
3.MDF'とDSU間の自営電話回線の施工および接続は本校側で行う。
4.DSUおよび終端Jネクタまでの8りイヤ配線工事はNTTが施工し、工事費用見積額は近日中に
NTTから報告がある。前回見積額と殆ど同額もしくは少々減額できる見込みである。
5. 本校への電話引き込み線からMDF'までの回線テストは近日中にNTTが実施し、確認を取る

6. 新規電話番号取得の為、平成 2年12月中に契約料¥72000.ーを支払う。

NTT工事範囲 NTT工事範囲
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電子計算機室• 主機室 10回線内3回線
モ1囁K接続済み

ヶ~7·"*.ックス

1万スり装置 接続の為
床からDSUまで
約2た夕程股の
余裕が必要

＼ 
蕊 DSU

旧空調室

また事務からは相当服がられる新規電話契約であるので運用方法と経費見積や支払費目等

に付いての説明が必要となる。

NTT電話同線の増設について

注l
下記の理由により、専用のNTTディジりii公衆回線 を一本増設して頂きたいので宜しく

お願い致します。

注1)

記

利用対象： 申請者および卒業研究に関わる本校学生

利用目的： 文部省学術情報網大型計算機切り→が提供する計算および情報炉ピスを

受ける。

設置場所： 本校電算機室

運用経費： 月額の基本料金(¥5400)および通話料は教官研究費で賄う

注2
経費見積： ¥28万／年

運用管理： 受話器がないバ:m端末への直接接続であるので、電話としての通話
は不可能

設置時期： 平成 2年12月

ISDN !=Integrated(総合） S=Services(サ叱ス） D=Digital(ディジタル） N=Network(網）

高速ディジタ）｝公衆回線網であるので、課金は通話時間で計算されるが従来のように距離に比

例した料金体系を採用していない。更にディ:J'JU回線であるので現行の約 7倍の高速通信が

可能であるので、接続時間と通話料金を同比率で減少できる。

注2)
利用の最長接続時間を推定する際、経験的に¥60/分X30分／日XlO日／月+¥5400/月Xl2

ヶ月／年で算出した。現在公衆回線を使用して学術情報網を利用できるが、速度は9600b 

ps(ピット Jl-tJンド／ ピット毎秒）を限度としている。 ISDNでは64000bpsの高速であるので

通話時間を1/7以下に短縮でき、料金を同比率で安くすることが可能。現行の公衆回線網

大阪大学大型計算機センターニュース -38 - Vol. 21 No.3 1991-11 



の通話では同額の¥60/分であるので、 ISDNの月額基本料(¥5400)は割高に見えるが、 'f--9
転送速度が7倍強であることと転送品質を考慮すれば、寧ろ低価格なり北スであると言える

゜
ISDN加入手続き依頼に関わる説明

＊ 
平成 2年12月に、教育研究設備としてISDN 情報網の新設を検討しております。既に本
年 6月に、 NTT阿南支店ヘサービス提供の依頼を行ったところ12月を目標に努力するとの回答
を得ております。現時点で、 NTT阿南支店管内でのISDNサービス開始の最終確認は済んではお
りませんが、年内のリーピス開始は間違いありません。ただ、サービス開始以前に予約という形で
の申し込みが不可能であるので、正式にサーピスが開始されない限り契約替は提出できません
が、出来次第支店から連絡が得られるようになっております。

*ISDN (insネット64)
I :Integrated (総合）
S :services (サーピス ） 
D :Degital (ディジタル）
N :Network (網）

ISDNの特徴

・経済的なディジタル公衆網
• 従来のような専用線に比べて非常に低価格である。
• また一般の公衆電話回線網に比べて超高速であるので、データ転送に要する時間が短縮
でき使用料を安く出来る。

• 一秒間に64祁ピットもの情報を伝達する高速ディジタル通信の公衆網サーピスであるので、電送
品質が格段に良い。

なぜISDNか

本校から大阪大学大型計算機i!Jターヘの接続は昭和56年から行っておりますが、公衆電話
網を使用する以上接続時間、つまり電話使用時間をいかに短縮しながら大型計算機を効率
良く利用できるかという問題に付いて10年来検討しております。これらの成果と通信回線
の接続方法等の詳細に付いては以下の資料に発表し、解説を加えてありますので参照くだ
さい。
結論から首えば、計算機間接続の最善の方法とは、超高速でデータ転送を短時間で完了し
瞬時に回線を切断することになります。逆に低速通信では転送データ密度が低く、データ転送
に要する時間を多く必要とするので避けるべきになります。従って今回利用申語を進めて
いるISDNは、問題の接続時間を最高で現行の約1/7しこまで短縮でき、尚且つ転送データの品
質を維持できる現在利用可能な最も経済的かつ最高速の公衆回線網と言えます。

ISDN設隅計画

1. 自営の加入電話一回線を必要とします。
2. 使用場所までの校内回線工事を必要とします。
3. 通信回線利用にあたっては月額の基本料と使用時間に応じた通話料を必要とします。

②のISDNの終端装置DSUの設置場所および端末設置場所は、校内電話回線が利用できる最
寄りの通信ケープII点ックスが在る本校電算機室内とする。
◎の運用経費で使用嚢に比例した課金については以下の表のとおりです。
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①の設備等の施設費用として以下の費目を必要とします。

INSネット64
1回線
"● 

tl 

さて通信回線の施工が決定する少し前から、端末の増設のためのJH及び')フトtット7ッうが必
要となるので、取りあえず阪大t)り-へ照会依頼を出した。

大阪大学大剖計算機t)ターネッPJ-ク掛長宛

ISDNの設置を今年度中に控えております。本ストマii)が大阪のACOS2020であるので現在のと
ころDINA手順で接続の予定であるとt)タ-から伺っておりますが、当方でも端末となるN520
0/07ADIIのtット7ッブの準備に取りかかっております。
さて接続に必要なIH機器類の発注はできる状態にあるのですが、次の点が不明である
ので説明が記載されている資料を必要としております。入手可能なものがありましたらJビ
-をお願いしたいので宜しくお願いします。
1. N5261-97(高速回線7919)とN5261-96(1SON7ダブタ）は07AOII本体に内蔵可能か、空き加ット
は十分か。
現在 1メガの増設妊リのみのりショJになっております。
2. ISDN通信7ダブタとISON64の”回線終端装置”の間の炉ブルはISDN標準の 8極tジュう-ジャック線
でしようか。
3. PTOSID O I NA/DOX手順 SX(U17623-85)のtット7ッブではPTOSの拡張:r:-Fもしくは、その他の
IH及び')フトウェ7の必要条件は何か。
4. 以下のカトウェ7仕様から見るかぎり、 DINA手順ではインスト哺不可能のようである。 PETOS5
20G3ではマイクaメインフレームリJクが使用できるし、 HOLCではインタフェイスが不適当である。

U17605-X61 PTOS田 PETOS52GD3SX HDLC/DDX7'J-フ・タもしくは高速回線,,-アり必須
HDLC手順ooxn・りット交換網を使用ISDN64KPBS対屈

U17623-X HDl:.C/DDX7夕、アタ必須
COBOL APで利用可，ISDN64KBPS対応

DINAフェ吠、II手順
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07 AD II 

~ 鵬—ISDN通信アタウ°タ
N5261-96 
一8極的` ュうジャク

N5261-28 高速回線アダアタ

8"FD(40MBHD) N5261-97 

早速阪大tンタ→から以下の様な解答が届けられた。

N5200/07AD IIにおけるISDN64の仕様について

① JH仕様について

ISDN標準

• N5261-96(ISDN7ダブり）は07ADファミリー専用に限定されていて9600bpsとなっている。
• N5261・97(高速回線7ダブり）は必須のN5261-96と紺合せて使用し、 64kbpsまで利用でき
る。

② ISDN7ダブタとISDN64のDSU(t:デム）との間は 8極tジュう-ジャックで接続する。
③')フトウェ7仕様について

• U17605-X6 PTOSID PETOS52GD3でPTOSffiのSX8(拡張-t::-F)が必須となる。
・接続手順はDINA-II (ETOS52GD)を使用し、 64kbps以内となっている。
• 5200/07 AD II本体丸ルは、 lMJIイト以上を必要とする。
@ISDN7ダブタを使用せずにTA(ダーミナU7ダブタ）で接続しV24で使用すると、 9600bpsの速度で利
用できる。
⑤上記①のISDN7ダブタと高速回線7ダブタをtットで使用するか、 ISDN7ダブタを使用する場合はTA(タ
-ミナ)}7ダブタ）は不用になり、 DSUから直接 8極籾ュうージャックで利用できる。

H7295-XX 

N9295・79 

高速回級制御機梢1

大阪大学大型計算機切が

平成 2年の菩れに｝＼ードイJタフェイスが納品されて組み込みが完了したのに、肝心の炉プルが正月休
みで工事が済んでおらず端末の動作確認は勿論出来る訳もない所、実はtンターのPC98でも動
作していない状態であったので再度t:J9-1JlljのイJタフェイスのディッブスイッチの照会を出した。

大阪大学大型計算機切り-・ネットりーク掛宛

5200/07AD IIのISND用通信7ダブタ(N5261-96)と高速回線7ダブタ(N5261-97)の組込みが済みま
したが、ストうッブスイッチの設定が不確かである可能性があります。 'CJゲの98用ィJ炉フェイスも同様
なストうップがあると思いますので、一度確認をお願いします。
MDPから 8極f:ジュうージャックまでの校内配線は16日を予定しております。正月早々電話工事
代理店も仕事をなかなか始めてくれないようです。 21日には出張を予定しておりますので
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当日詳細は教えて頂きます。

結局tンタゴでもPC98は二月末まで動作確認は取れず、三月上句になってやっと安定した通信
が可能になりましたが、当方の端局でも全く同様な回線切断の症状が発生しておりました
から、 JH及び')フト全部を切タ-ヽ持ち込んで環境設定確認を取ることになった。ところが
切炉内では、ネットりーク掛の協力の結果一時間もしない間に正常動作することが分かったので
、再び本校へ持ち返って接続試験を行った所、以前と同様の接統と同時に回線切断が生じ
る現象が起こった為以下の障害報告を三者宛提出した。

関西日本電気ゾフトウェ7(株）宛
日本電気徳島安店宛
日本雷信電話株式会社阿南支店宛

PETOS52GD3でのオンうイJ立ち上げ障害が発生しております。以下のtット7ッうで立ち上げを行
っておりますが、 TRN-ALMで全く動作してない症状がでております。
L本体）日
NEC N5216-26 
製造番号#02076116$
増設知JNEC N5261-26 増設用RAM和F2MB

2. 基本')フト

N5200:Jリーズ SOFTWARE 

媒体名称 PT3SX8/E(l) 

媒体 NO. 136-218916-001-A 

REV. 001 

型名 Ul7001-88 AA031528 

3.Iミュレ-9')フト

N5200;; リーズ SOFTWARE 

媒体名称 PETOS52GD3 SX(l) 

媒体 NO. 136・219478-001-A 

REV. 001 

型名 Ul7605-88 AA00994 
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3. 高速回線7ダブダ N5261-97

N5261- 97高速回線 7ダブタ

tレクト スイッチの設定

1 MCO メtリ容堡 512KB 

2 IWCO I/O,WINDOW7Fレス 1枚目の7F以

3 V/X 回線インタ-フェィス V.24イJターフェィス

4 T XC T XC ST2使用

5 IR2 割込レベル 初期設定

6 IRl 割込凶↓ 初期設定

7 IRO 割込凶｝ 初期設定

8 未使用 初期設定

4.N5261-96 ISDN用通信7ダブタ
•スイッテ設定

項番 名称 機能

1 DSWl 別表参照

2 DSW2 別表参照

3 DLB Off 

4 RESET 

5 同期LED 同期確立時ON

6 7う-ム LED 障害発生時点灯

7 LINE Jネクタ INSネット64へ接続

8 DTE Jネクり 上位装罹RS-232CJネクりと接続

， 終端抵抗 出荷時設定Off

10 ER設定ストうッブ l側常時ON

11 RS設定ストうッブ l側常時ON

大阪大学大型計算機センターニュース -43 -
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ネPE52GD立ち上げ時には、同期
LEDは点灯するが、 7テムLED
は点滅を繰り返す。また点滅
は継続する。
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•DSWlスイッテ設定

スイッチ番号 項目 スイッチ設定 設定

l ピット たりピット長 Off 

2 配列指定 バリティピット ON 

3 データ 64.000 Off 

4 通信 Orr 

5 速度 Off 

6 ON 

7 CD紺}j紅l ER ONでCS/CDON OFF 

8 未使用 OFF 

•DSW2スイッチ設定

スイッテ番号 項目 スイッテ設定 設定

1 通信'E:-F Bチャネ｝｝回線交換 Orr 

2 設定 V.25VIS同期 Off 

3 発ID表示選択 相手端末表示可 OF'F' 

4 未使用 Off 

5 未使用 Off 

6 同一l収上に Off 

7 複数接続する Off 

8 場合の設定 Off 

5.PETOS52GD3のtット了ッブ
•INSTALL2 を使用してフ0ッピ-sv から 40MBディスクヘtット7ッブした。
• 高速回線7ダブタ使用
。従来互換用CCPを使用(CCP:SYS@CSD)
. }¥イレベJI手順系入力(COMEDIT)

項番 フィ-llF名 意味

l 電送制御手）順 電送制御手順を指定

3 回線りイブ 回線りイブを指定

4 自局7F以

5 相手局7Fレス‘

6 回線構成

7 無応答タイマ

大阪大学大型計算機センターニュース -44 -

設定値

1.DINA,NRM2 

1.IIPX 

010000000000 

030000000000 

2:4-WIRES 
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8 無通信タイマ flDLC(NRM2手順）での和リング応答 150 

， 回線速度 64000 

10 接続回路 回線イJりーフェィス l .V24 

11 HDLC/SDLC同期 HDLC/SDLCの同期方式 1,NRZ 

12 受信デーダサイズ 1024 

13 送信データサイズ 1024 

14 NCU 5. ISDN 

15 ETOS52!1ぅメタ-

• ETOS52PGJlうメタ-

項番 フィ哺ド名 意味 設定値

2 INPUT FILE 手順プa,ぅムを指定 2.ETOS52PD 

， INTERPRETER イJタブリタ ETOS52GD(64K) 

10 OPTIONAL FUNC NOT USE 

11 INITIAL MODE l.COM I -2(PORM) 

12 HOST COMPUTER 2.ACOS-6 

13 TELEPHONE NO. 068792010 1, YES 

14 TELEPHONE NO. ”芥以無し

15 LINE NO. 回線チャネル指定 LINE#! 

16 LI NE PROTOCOL 2,0INA(SL) 

17 CROSS ID 

18 TERMINAL ID 

HOST ID 

24 UNIT ADDRESS 1:rREE 

26 SCROLL UP NO 

7.PE52GDの起動
•HDLCSTUを実行し、高速回線7ダブタを初期化する。 N5261·961SDN7ダブタの同期LED が点灯する
が、 7う-LLEDは点滅を繰り返す。

•PE52GD を実行し、 KB入力可を確認する。
•-I! 炒ョJ切り替え(FUNC+Prl7)を押して］マ:JF行にI00を確認し、実行ヤを押す。動作状態表
示がIDLEからDIALへ変化する。
•Iう-J-F 278281<'ネTRN・ALMが表示され、リtットすればIう-J-Fが288rに変化する。
この際もISDN用通信回線アダブりの7うームイJジ炉夕LEDは点滅したまま。
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上述のPTOSillPET0S52GD3SX型番U17605-X6使用の場合の留意点として、
•Pros msxs用')フト対応。拡張'f:-F対応機種の場合は、 PTOSIVPETOS52GX3 PX:U17607-Xl 
を推奨。但し、この場合は、 PTOSIVPX+ PTOS ill通信制御ぅイプうリ sxが必要。であるので、
OSと通信屈両方を｝＼ージョ'Jlッうすることとした。

N5200:1リ-ズ SOFTWARE 

媒体名称 PTOS4PX2(1) 

媒体 NO. 136-221499-001-A 

REV. 001 

型名 U17002-81 AZOOOOl 

N5200:Jリーズ SOFTWARE 

媒体名称 PET0S52GX3 PX 

媒体 NO. 136-223836-001-A 

REV. 001 

型名 U17607-82 AZOOOOl 

N5200:Jリ-~ SOFTWARE 

媒体名称 PTOSIII通信制御うイプうリ(2)

媒体 NO. 136・223914-001-A 

REV. 001 

型名 U17023-81 AZOOOOl 

• 5200/07 AD IIの）＼ーFディスクを初期化した後、上記3つの')フトを登録しCOMEDIT及びPETOS5
2PGを実行し上述と同様の11ぅメターtットを行った。
• 阿南からPETOS52GX3PXの起動をかけたが、前述と同様のIう―J-Fの回線切断を生じた。
• 同装置ー式N5200/07AD II を大阪大学大型計算機tY夕—へ持ち込み、同tンター内の ISDN局番06
-879-2011からPETOS52GX3を起動させISDN06-879-2010ヘ7クtスしたところ、完動すること
が確認できた。平成3年3月26日
• 再度同装置を阿南に設定し、 PETOS52GXを起動しISDN06-879-2010への接続を試みたが
、前回と同様にDIAL沢切ス中にIう-J-F27828F'中のTRN-ALM障害を起こし、 RESETキーで288F'
のIう—壬ドを出す状態が続いている。
•PETOS52GX3PX が立ち上がり状態での画面、

＜英数>R* 005 R SESSION KB a R03. 00 
•F'NC+PF'17 でtッショJ 切り替えを行った後、］マンF行に I 00を表示させてから実行ヤを叩くと

く英懃>27828r* 002 R DIAL KBa 
が表ホされる。リtットヤを押ずと

＜英数>288r 002 R IDLE KBa 
に変化する。
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NTT阿南支店が早速0ーカ｝｝局との間のl↓-:i試験やDSUの配線点検を行った結果問題が無かっ
たので、徳島局のディジタル交換機にtットされている回線Jiぅメターのチェックをねうイントレースを取りな
がら実施した所、契約内容に指定されている7クtス'E:-Fしこ相違があることが分かりPOINTTO 
POINTをPOINTTO MUしTlに変更すると瞬時に安定動作を確立することができた。

何故この様なミスが生じたかと言う理由は、 tンターが平成 2年度に申し込みをした様式と端局
が平成 3年度にNTTへ提出した様式には相当な変更があり、詳細事項全ての確認を怠った
為と、数ヶ月以上のtンター側の準備期間中に回線tット7ップ環境の変更が十分にt'Jター内でも把握
できていなかった為と想像できる。

4月の稼働以後現在までに、数回のねぅィ）動作状態でのトレース試験や、 MML動作の不都合の
為のACOS:1ステムジェネレ-:1ョ）の設定変更の結果、ファイル送受信OK、オ）うイJフルスクリ-'JIディタ—完動OKの炉
玖環境で現在運用されている。
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